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【要約】 
ヒト角膜の中心部は周辺部の角膜輪部と異なり正常では血管がみられず、透明
性が維持され良好な視力が保たれている。ヒトの眼は免疫特権を有し、特に角
膜中央部には免疫担当細胞が少ないことが知られている。炎症性の角膜疾患で
は角膜中央部に血管新生を認め、樹状細胞 (DC) の遊走もみられる。これまで
に角膜における DC の分布や遊走制御の分子メカニズムは十分に解明されてい
ない。われわれは手術時に採取したヒト角膜を用いて血管新生と DC 遊走との
関連について細胞組織学的に観察し、炎症性変化を認める角膜中央部で DC が
増加し、新生血管数と DC数に正の相関があることを明らかにした。DCの走化
性因子であるアクチビン A は感染眼で角膜上皮下、輪部血管内皮に発現がみら
れた。感染眼では、血管新生がみられない例でも DC が増加しており、輪部血
管から角膜中央部への DC 遊走を惹起する走化性因子が角膜中央部に存在する
可能性が示唆された。遊走メカニズムを明らかにするため、lipopolysaccharide 
(LPS) で刺激を加えた角膜上皮細胞の培養上清、および炎症性サイトカインの
DCに対する遊走効果について検討した。DCは腫瘍壊死因子 (TNF)-α、 形質転
換増殖因子(TGF)-β1、 インターロイキン (IL)-6、アクチビン A 及び LPS で刺
激した角膜上皮細胞の上清により遊走が促進された。LPS 刺激によって角膜上
皮細胞の培養上清には TNF-α、 IL-6、アクチビン Aの濃度上昇がみられ、これ
らが角膜上皮細胞から産生された可能性が考えられた。以上結果より角膜中央
部にみられる新生血管は角膜中央部への DC の遊走経路となる可能性があるこ
と、角膜上皮細胞が産生するアクチビン A 、TNF-α、 IL-6などの炎症性サイト
カインが DCの角膜中央部への走化性因子として働くこと、が明らかになった。 
 
